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民
俗
の
文
化
資
源
化
と
生
涯
学
習
・
地
域
活
動

　
　
　
　
　
　

千
葉
県
立
中
央
博
物
館
と
房
総
の
む
ら
を
事
例
と
し
て　
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三　
　

　
　
　
　
　

は
じ
め
に

　
　
　
　
　

千
葉
県
に
お
け
る
文
化
行
政
と
博
物
館

　
　
　
　
　

中
央
博
物
館
の
「
山
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

　
　
　
　
　

房
総
の
む
ら
の
「
農
業
体
験
」

　
　
　
　
　

結
び
に
か
え
て



四
二

　
　

は
じ
め
に

　
「
多
極
分
散
型
の
国
土
形
成
」
を
謳
っ
た
四
全
総
や
、
竹
下
登
首
相
の
「
ふ
る
さ
と
創
生
」
施
策
に
対
応
し

て
、
平
成
元
年
度
（
一
九
八
九
）
の
予
算
政
府
案
に
「
ふ
る
さ
と
」
の
名
の
つ
く
新
規
事
業
が
数
多
く
盛
り
込

ま
れ
た
。
旧
文
部
省
の
「
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
」、
農
林
水
産
省
の
「
ふ
る
さ
と
森
林
活
性
化
対
策
」、
旧
環

境
庁
の
「
ふ
る
さ
と
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
」
等
々
で
あ
る（

（
（

。
総
額
の
中
で
は
わ
ず
か
な
予
算
に
す
ぎ
な
い

が
、
所
謂
「
地
方
の
時
代
」
が
掛
け
声
倒
れ
に
終
わ
っ
て
い
た
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
国
の
事
業
に
希

薄
で
あ
っ
た
、「
地
域
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
自
主
性
の
尊
重
」
と
い
う
姿
勢
が
、
多
少
な
り
と
も
施
策
に
盛
り
込

ま
れ
た
と
い
う
点
で
は
評
価
に
値
し
よ
う
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
事
業
の
施
策
理
念
や
目
的
の
不
明
確
さ
も

あ
っ
て
、
地
方
自
治
体
の
反
応
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
が
、
過
疎
化
に
あ
え
ぐ
自
治
体
を
中
心
に
、
地
域
社
会

の
再
編
と
振
興
に
向
け
て
積
極
的
に
対
応
策
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
都
市
と
交
流
し
つ
つ
、
地

方
が
持
っ
て
い
る
自
然
的
・
文
化
的
資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
て
、（
ａ
）
自
然
環
境
の
保
全
（
自
然
観
察

会
、
観
光
開
発
の
実
施
）、（
ｂ
）
産
業
の
振
興
（
地
産
産
品
の
開
発
と
産
直
活
動
、
オ
ー
ナ
ー
農
園
の
開

設
）、（
ｃ
）
伝
統
文
化
の
継
承
と
活
用
（
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
）
に
努
め
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
「
ふ

る
さ
と
資
源
化
」
は
全
国
的
に
展
開
す
る
に
至
っ
た
が
、
近
年
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
批
判
的
な
検
証
も
な
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さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

一
方
、
日
本
民
俗
学
会
の
「
民
俗
学
と
文
化
資
源
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
は
、
よ
り
客
観
的
に
民
俗
の
文

化
資
源
化
の
動
向
を
把
握
し
、
問
題
点
を
さ
ぐ
る
べ
く
会
員
に
向
け
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
諸
般

の
事
情
で
思
い
の
ほ
か
デ
ー
タ
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
民
俗
を
「
文
化
資
源
化
す
る
こ
と
に
よ

る
場
の
変
化
や
意
味
づ
け
の
変
化
な
ど
を
問
題
点
と
し
て
意
識
し
な
が
ら
、
そ
の
効
果
を
積
極
的
に
評
価
す
る

意
見
も
多
く
見
ら
れ
た
」
と
し
て
い
る（

（
（

。

　

筆
者
は
か
つ
て
、
博
物
館
活
動
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る（

（
（

。
そ
の

場
合
、
博
物
館
と
い
っ
て
も
主
と
し
て
対
象
と
し
た
の
は
エ
コ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
に
準
じ
た
も
の
）
で

あ
っ
た
。
小
稿
で
も
こ
れ
ら
と
の
関
連
か
ら
、
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
に
お
け
る
「
房
総
の
山
の
フ
ィ
ー
ル

ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
お
よ
び
房
総
の
む
ら
の
「
農
業
体
験
」
を
主
た
る
分
析
対
象
と
し
て
、
民
俗
の
文
化
資

源
化
と
生
涯
学
習
・
地
域
活
性
化
を
め
ぐ
る
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　

一
、
千
葉
県
の
文
化
財
行
政
と
博
物
館

　

千
葉
県
立
中
央
博
物
館
お
よ
び
房
総
の
む
ら
の
活
動
を
見
る
に
先
立
っ
て
、
千
葉
県
の
文
化
財
行
政
と
県
下

の
博
物
館
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
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文
化
財
課
編
の
『
千
葉
県
の
博
物
館
・
文
化
財
行
政
』
に
は
、「
本
県
の
自
然
と
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
、
受

け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
文
化
を
継
承
し
、
そ
の
適
正
な
保
存
・
管
理
を
は
か
る
と
と
も
に
、
先
人
の
知
恵
や
工

夫
を
学
び
つ
つ
、
そ
れ
を
基
礎
に
新
し
い
地
域
文
化
の
創
造
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
記
し
、
そ
の
目

的
を
高
ら
か
に
謳
っ
て
い
る（

（
（

。
こ
の
う
ち
文
化
資
源
（
同
書
で
は
文
化
遺
産
と
し
て
い
る
）
の
「
適
正
な
保

存
・
管
理
」
を
担
う
の
が
主
と
し
て
文
化
財
行
政
で
あ
り
、
文
化
財
の
調
査
・
指
定
、
文
化
財
保
存
事
業
の
促

進
・
史
跡
公
有
化
事
業
の
助
成
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
に
「
地
域
伝
統
芸
能
を
活
用
し
た
行
事
の
実
施
に
よ
る
観
光
及
び
特
定
地

域
商
工
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
」（
い
わ
ゆ
る
お
祭
り
法
）
が
制
定
さ
れ
た
頃
か
ら
、
文
化
庁
で
も
文
化
資

源
（
文
化
財
）
の
活
用
を
積
極
的
に
推
進
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が（

（
（

、
そ
れ
と
の
関
連
で
民
俗
文
化
に
つ
い
て
い

え
ば
、
千
葉
県
で
は
、
平
成
八
年
度
（
一
九
九
六
）
か
ら
県
内
九
地
区
持
ち
回
り
で
、
神
楽
・
獅
子
舞
・
祭
り

囃
子
等
民
俗
芸
能
（
無
形
民
俗
文
化
財
）
の
公
開
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
、
県
民
に
理
解
と
認

識
を
深
め
る
こ
と
お
よ
び
、
伝
承
活
動
の
活
性
化
や
後
継
者
等
の
育
成
で
あ
る
。（
１
）
出
演
に
備
え
た
練

習
、
道
具
・
衣
装
の
整
備
等
に
お
い
て
今
後
の
継
承
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
。（
２
）
世
代
間
・
出
演
団
体

間
・
各
自
治
体
の
文
化
財
担
当
者
間
の
交
流
も
は
か
ら
れ
、
少
な
か
ら
ず
継
承
の
力
に
な
っ
て
い
る
。（
３
）

多
く
の
企
業
・
個
人
の
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
で
民
俗
芸
能
を
支
え
る
意
識
の
譲
成
に
与
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。（
４
）
た
だ
し
、
市
町
村
教
委
に
余
力
は
な
く
、
人
的
・
予
算
的
に
負
担
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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以
上
が
文
化
財
課
側
の
現
状
認
識
で
あ
る（

（
（

。
こ
の
現
状
認
識
に
つ
い
て
は
何
と
も
言
い
難
い
が
、
全
国
的
に

「
民
俗
芸
能
大
会
」
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
当
初
、
そ
れ
こ
そ
「
場
の
変
化
や
意
味
づ
け
の
変
化
」
に
つ

い
て
か
し
が
ま
し
く
議
論
さ
れ
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ム
の
中
で
い
つ
し
か
こ
の
種
の
行
事
も
定
着
し
て
し

ま
っ
た
感
が
強
い
。
な
お
、
文
化
財
の
公
開
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
考
古
学
の
分
野
で
は
、
発
掘
調
査
現
地
説

明
会
や
出
土
遺
物
の
活
用
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
後
者
は
、
出
土
遺
物
や
パ
ネ
ル
等
を
セ
ッ
ト
に
し
て
学

校
、
公
民
館
さ
ら
に
は
観
光
イ
ベ
ン
ト
へ
の
貸
し
出
し
や
出
前
授
業
を
実
施
す
る
と
い
う
も
の
で
、
好
評
を
博

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
「
文
化
財
探
検
隊
」
と
称
し
て
、
文
化
財
の
公
開
活
用
事
業
の
一
環
と
し

て
、
参
加
者
を
募
っ
て
現
地
を
訪
れ
、
実
物
を
目
の
前
に
し
て
解
説
し
理
解
を
深
め
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が

年
三
回
ペ
ー
ス
で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
分
野
を
問
わ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
民
俗
学
の
分
野
で
も
、
考
古
学

同
様
の
出
前
授
業
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
だ
ろ
う
。
文
化
財
課
の
直
営
事
業
と
い
う
の
も
一
つ
の
方
法
だ
が
、

教
員
や
博
物
館
学
芸
員
と
の
連
繫
を
模
索
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
出
前
授
業
に
つ
い
て
は
、
青
森
県
立
郷
土

館
で
は
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
教
員
経
験
の
あ
る
学
芸
員
が
中
心
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る（

（
（

。

ま
た
、
高
齢
社
会
を
迎
え
て
、
民
具
を
回
想
法
に
役
立
て
る
事
業
も
、
熊
本
市
熊
本
博
物
館
や
愛
知
県
師
勝
町

立
歴
史
民
俗
資
料
館
で
実
施
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
出
前
先
を
社
会
福
祉
施
設
や
老
人
ホ
ー
ム
等
に
拡
大
す
る
こ
と
に

よ
り
、
よ
り
広
く
社
会
に
貢
献
で
き
る
の
で
あ
り
、
一
考
に
値
し
よ
う
。

　

さ
て
、
先
に
引
用
し
た
『
千
葉
県
の
博
物
館
・
文
化
財
行
政
』
中
の
「
先
人
の
知
恵
や
工
夫
に
学
び
つ
つ
、



四
六

そ
れ
を
基
礎
に
新
し
い
地
域
文
化
の
創
造
に
努
め
て
い
く
」
役
割
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
博
物
館
で
あ
ろ
う
。
千
葉
県
で
は
、
昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
）
に
策
定
さ
れ
た
「
千
葉
県
の
博
物
館
設

置
構
想
」
に
基
づ
い
て
、
順
次
地
域
博
物
館
が
設
置
さ
れ
て
き
た
が
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
策
定
の
、

財
政
難
に
基
づ
く
「
千
葉
県
行
財
政
シ
ス
テ
ム
行
動
計
画
」
に
よ
っ
て
管
理
・
運
営
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
、

博
物
館
受
難
の
時
期
を
迎
え
た
。
す
な
わ
ち
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
四
月
に
房
総
の
む
ら
と
房
総
風
土

記
の
丘
が
統
合
さ
れ
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
度
に
は
大
利
根
博
物
館
と
総
南
博
物
館
が
、
中
央
博
物
館

の
分
館
に
再
編
さ
れ
た
。
さ
ら
に
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
四
月
に
上
総
博
物
館
が
、
翌
二
十
一
年
（
二
〇

〇
九
）
四
月
に
安
房
博
物
館
が
そ
れ
ぞ
れ
木
更
津
市
、
館
山
市
に
移
譲
さ
れ
、
県
立
美
術
館
博
物
館
数
は
、
美

術
館
一
館
、
博
物
館
四
館
、
分
館
三
館
と
な
っ
た
。
ま
た
、
房
総
の
む
ら
に
は
指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ

れ
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
四
月
か
ら
千
葉
県
教
育
振
興
財
団
が
管
理
者
と
な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い

る（
（（
（

。
い
ず
れ
に
し
て
も
千
葉
県
の
場
合
、
こ
の
よ
う
に
館
数
の
多
い
の
が
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
が
、
そ
の
特
徴

を
生
か
す
べ
く
県
立
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
か
ら
平
成

四
年
（
一
九
九
二
）
ま
で
は
共
同
企
画
に
よ
る
巡
回
展
が
催
さ
れ
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
以
降
は
合
同
企

画
展
・
合
同
企
画
事
業
を
展
開
し
て
い
る（

（（
（

。

　

さ
ら
に
は
、「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
拠
点
づ
く
り
を
行
い
つ
つ
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

図
る
事
業
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
各
博
物
館
が
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
多
く
の
資
料
・
情
報
と
専
門
性
を
基
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に
、
山
・
川
・
海
の
現
場
（
フ
ィ
ー
ル
ド
）
の
自
然
や
文
化
そ
の
も
の
を
「
資
料
」
と
考
え
た
新
た
な
博
物
館

活
動
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（（
（

。
こ
う
し
た
発
想
は
、
地
域
全
体
、
一
つ
の
文
化
圏
全
体
を
博
物
館
と
位
置

づ
け
る
エ
コ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
通
ず
る
面
も
あ
る
が
、
平
成
二
十
年
度
（
二
〇
〇
八
）
か
ら
、
県
立
中
央

博
物
館
で
「
山
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」、
同
大
利
根
分
館
・
関
宿
城
博
物
館
で
「
川
の
フ
ィ
ー
ル

ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
、
県
立
中
央
博
物
館
分
館
海
の
博
物
館
で
「
海
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
各
種
団
体
と
連
繋
し
な
が
ら
開
始
し
た
。
し
か
し
、「
山
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

以
外
は
活
動
が
本
格
化
し
て
お
ら
ず
、
県
立
中
央
博
物
館
大
利
根
分
館
が
、「
川
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
の
活
動
と
し
て
「
水
塚
調
査
隊
」
な
る
事
業
を
実
施
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
先
ず
、
中
央
博
物
館

の
「
山
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
い
。
次

い
で
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
型
の
博
物
館
、
房
総
の
む
ら
の
活
動
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

　
　

二
、
県
立
中
央
博
物
館
の
「
山
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

（
１
）「
山
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
概
要

　

房
総
半
島
南
部
に
広
が
る
房
総
丘
陵
は
、
照
葉
樹
林
帯
の
北
限
に
位
置
し
、
南
方
系
の
生
物
が
見
ら
れ
る
と

と
と
も
に
、
氷
期
の
名
残
り
と
も
い
わ
れ
る
北
方
系
の
動
植
物
も
棲
息
し
、
自
然
の
宝
庫
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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こ
の
房
総
の
山
の
自
然
に
直
接
触
れ
、
親
し
み
、
学
ぶ
た
め
の
施
設
と
し
て
県
立
中
央
博
物
館
分
館
・
山
の
博

物
館
の
設
置
が
計
画
さ
れ
、
平
成
七
年
（
一
九
九
二
）
に
担
当
ス
タ
ッ
フ
が
置
か
れ
た
。
君
津
市
南
部
の
清
和

県
民
の
森
を
拠
点
に
、
山
の
自
然
そ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
現
場
（
フ
ィ
ー
ル
ド
）
を
「
博
物
館
資
料
」、「
展
示

物
」
と
し
て
活
動
を
展
開
す
る
「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
三
年
毎

に
事
業
計
画
を
立
て
て
お
り
平
成
十
五
年
～
十
七
年
度
の
第
一
期
は
そ
の
骨
格
づ
く
り
が
主
眼
で
あ
り
、
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
「
三
島
小
教
室
博
物
館
」、
自
然
観
察
路
「
山
み
ち
展
示
」、
観
察
会
「
山
の
学
校
」
な

ど
の
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
た
。
平
成
十
八
年
度
か
ら
の
第
二
期
は
、
連
携
の
輪
を
広
げ
、
小
中
学
校
・
大
学
・

研
究
機
関
・
社
会
教
育
機
関
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
町
村
等
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
と
事
業
を
取
り
組
む
べ
く
「
房
総
の

山
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
」
を
推
進
し
た
。
そ
う
し
て
平
成
二
十
一
年
度
か
ら

の
第
三
期
に
「
山
の
博
物
館
（
仮
）」
の
実
現
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
三
島
小
教
室
博
物
館
」
は
小
糸
川
の
源
流
部
に
位
置

す
る
が
、
小
学
生
や
保
護
者
、
さ
ら
に
は
清
和
地
区
そ
の
他
の
人
々
が
訪
れ
、
動
植
物
や
山
の
く
ら
し
に
関
す

る
話
な
ど
の
資
料
・
情
報
を
提
供
し
合
っ
て
お
り
、
山
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
一
つ
の
拠
点
と
し

て
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
は
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
度
か
ら
、
小お

櫃び
つ

川
源
流
部
に
近
い
蔵
王
小
に

も
、
教
室
博
物
館
が
オ
ー
プ
ン
し
た（

（（
（

。

　

な
お
、
房
総
の
山
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
事
務
局
と
な
っ
て
文
化
庁
か
ら
「
平
成
二
十
年
度
芸
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術
拠
点
事
業　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
タ
ウ
ン
構
想
」
の
委
託
を
受
け
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
文
化
庁
が
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
芸

術
拠
点
形
成
事
業
」
は
、
地
域
活
性
化
に
果
た
す
美
術
館
・
博
物
館
の
役
割
に
着
目
し
、
そ
の
活
動
を
支
援
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、

　
　

（
１
）
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
業
及
び
そ
の
開
発
に
か
か
わ
る
事
業
。

　
　

（
２
）
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
核
と
し
た
地
域
資
源
の
整
備
・
活
用
に
か
か
わ
る
事
業
。

　
　

（
３
）
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
核
と
し
た
地
域
の
人
材
・
組
織
の
育
成
・
連
携
・
活
用
に
係
る
事
業
。

　
　

（
４
）
地
域
振
興
と
一
体
と
な
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
業
。

以
上
の
四
つ
を
柱
と
す
る
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
に
は
既
に
「
山
の
博
物
館
（
仮
）
構
想
」
が

あ
り
、
文
化
庁
の
事
業
を
先
取
り
す
る
形
で
準
備
を
進
め
て
来
た
が
、
渡
り
に
舟
と
ば
か
り
、
こ
の
事
業
に

乗
っ
か
っ
た
の
が
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
命
名
に
つ
い
て
は
、「『
房
総
の
山
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
の
活
動
地
域
で
あ
る
房
総
丘
陵
で

作
物
の
タ
ネ
を
と
り
続
け
、
畑
を
守
っ
て
き
た
の
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
で
あ
る
。
ま
た
彼
女
達
は
畑
に
つ
い
て

豊
富
な
知
識
を
持
っ
て
い
る
」
こ
と
に
ち
な
ん
で
だ
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
目
的
を
、「
房
総
丘
陵
で
活
動
す

る
諸
団
体
が
連
携
し
て
『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
』
に
つ
い
て
調
べ
発
信
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
新
た
な
地
域
文

化
を
創
造
す
る
こ
と
に
あ
る
」
と
し
て
い
る（

（（
（

。



五
〇

（
２
）「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
つ
い
て

　

山
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
担
当
の
Ｓ
学
芸
委
員
に
よ
る
と
、
当
初
は
地
域
の
人
々
が
集
ま
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
が
で
き
る
「
山
の
広
場
」
を
作
る
予
定
で
、
そ
れ
は
ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト
面
の
揃
っ
た
も
の

だ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
近
年
の
経
済
状
況
か
ら
ハ
ー
ド
面
の
整
備
が
不
可
能
と
な
り
、
や
む
を
え
ず
ソ
フ

ト
面
を
中
心
と
す
る
博
物
館
活
動
に
切
り
替
え
た
の
が
、
現
在
の
「
山
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
て
第
二
期
の
活
動
に
入
っ
て
思
い
つ
い
た
の
が
こ
の
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
房
総
の
む
ら
に
お
け
る
経
験
が
役
立
っ
た
と
い
う
。
昔
栽
培
し
て
い
て
今
無
い
も
の
を
調
べ
、

栽
培
経
験
の
あ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
に
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
そ
れ
ら
を
作
り
、
さ
ら
に
は
子
供
達
に
教
え
て
い

く
こ
と
で
、
栽
培
技
術
や
食
文
化
を
伝
承
さ
せ
て
い
こ
う
、
そ
う
考
え
た
。
そ
う
し
て
君
津
市
三
島
小
学
校
や

久
留
里
城
博
物
館
、
地
元
公
民
館
等
と
連
携
し
な
が
ら
試
行
錯
誤
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
た
ま
た
ま
平
成
二
十
年

度
の
「
芸
術
拠
点
整
備
事
業
」
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
幸
い
に
も
採
択
さ
れ
、
皆
に
声
を
か
け
や
す
く
な
っ
た
と

い
う
。

　

そ
の
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
は
、
以
下
の
三
つ
に
集
約
で
き
る（

（（
（

。

（
ａ
）「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
を
調
べ
る
。

　

君
津
市
立
三
島
小
・
同
秋
元
小
等
の
児
童
に
よ
る
「
タ
ネ
探
偵
団
」
と
学
芸
員
が
、
か
つ
て
栽
培
し
て
い
た

種
の
収
集
に
努
め
た
。
今
ま
で
に
フ
リ
ソ
デ
イ
ン
ゲ
ン
（
お
雑
煮
の
具
に
す
る
菜
葉
）、
マ
ナ
、
シ
ロ
ッ
カ
ボ
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チ
ャ
、
キ
ビ
、
ヤ
エ
ナ
リ
等
六
〇

種
類
の
種
が
見
つ
か
っ
た
と
い

う
。
一
方
で
、
市
宿
の
名
主
を
勤

め
て
い
た
星
野
家
の
日
記
を
地
域

の
人
々
と
伴
に
読
み
、
安
政
期
の

農
作
業
に
つ
い
て
畑
を
中
心
に
探

り
、
当
時
の
畑
の
景
観
も
復
元
が

可
能
と
な
っ
た
。
加
え
て
房
総
丘

陵
で
製
造
さ
れ
、
広
く
流
通
し
て

い
た
農
具
の
一
つ
久
留
里
鎌
や
上

総
唐
箕
に
つ
い
て
調
べ
た
。

（
ｂ
）「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」

を
つ
く
る
。

　

三
島
小
、
秋
元
小
と
、
市
宿
地

区
の
休
耕
地
で
畑
を
つ
く
り
、
か

つ
て
自
家
採
取
さ
れ
て
い
た
種
を

写真1　おばあちゃんの畑（君津市市宿地区）



五
二

蒔
き
、
栽
培
す
る
と
い
う
も
の
で
、「
宿
場
の
風
の
会
」
の
常
連
五
・
六
人
を
主
体
と
す
る
十
二
・
三
人
が
そ

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
彼
女
達
の
た
ま
り
場
は
、
地
域
の
伝
統
産
業
を
再
現
し
た
Ｋ
氏
の
炭
焼
き
窯
に
隣
接
す

る
建
物
で
あ
る
。
こ
こ
を
拠
点
に
お
十
夜
、
餅
搗
き
大
会
、
久
留
里
鎌
め
ぐ
り
等
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
て
お
り
、
月
刊
の
広
報
誌
を
刊
行
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
初
年
度
は
フ
リ
ソ
デ
マ
メ
、
マ
ナ
等
一
五
種

を
栽
培
し
た
。
休
耕
地
を
利
用
し
た
第
一
農
場
は
七
畝
ほ
ど
の
広
さ
で
あ
っ
た
が
、
平
成
二
十
一
年
度
に
は
さ

ら
に
四
畝
広
げ
て
七
種
の
稲
を
栽
培
し
た
。
ま
た
、
Ｓ
学
芸
員
さ
え
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
第
二
農

場
一
反
（
う
ち
栽
培
面
積
お
よ
そ
七
畝
）
が
開
設
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、
き
わ
め
て
意
欲
的
で
あ
る
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
達
は
、「
初
め
は
え
ら
い
仕
事
を
持
ち
込
ん
で
く
れ
た
」
と
思
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
し
て
「
少
し

だ
け
で
も
栽
培
し
て
み
る
か
」
と
い
う
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
の
、「
自
分
達
が
か
か
わ
っ
て
来
た
仕

事
で
も
あ
り
、
と
っ
つ
き
や
す
か
っ
た
」
と
い
う
。「
で
も
大
変
は
大
変
よ
」
と
言
い
つ
つ
、
品
種
も
栽
培
面

積
も
広
が
っ
た
。
そ
れ
だ
け
共
鳴
す
る
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。「
棚
田
を
耕
作
し
て
い
た
頃
は
テ
マ
ガ
リ

が
あ
っ
て
、
お
互
い
行
き
来
し
な
が
ら
『
お
茶
事
』
を
し
て
い
た
。
し
か
し
今
で
は
そ
ん
な
こ
と
も
な
く
、
皆

が
集
ま
る
良
い
機
会
」
と
位
置
づ
け
、
お
互
い
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
ｃ
）「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
を
発
信
す
る
。

　

皆
で
調
べ
た
り
体
験
し
た
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
の
こ
と
を
、
君
津
市
清
和
公
民
館
の
文
化
祭
で
発
表
し

た
り
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
ま
と
め
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
収
穫
祭
を
開
い
て
地
域
の
人
々
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を
招
待
し
、
料
理
し
た
も
の
を
食
べ
る
な
ど
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
活
動
が
、
地
域
社
会
の
再
編
や
活
性
化
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

お
よ
そ
三
〇
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
市
宿
地
区
で
も
祭
り
が
行
わ
れ
て
お
り
、
住
民
が
一
体
化
す
る
数
少
な
い

機
会
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
今
で
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
が
中
心
と
な
り
、
婦
人
会
や

青
年
会
と
連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
活
況
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
問
題
は

せ
っ
か
く
復
活
さ
せ
た
伝
統
品
種
の
栽
培
を
い
か
に
伝
承
し
て
い
く
か
で
あ
る
。
小
学
生
と
の
活
動
は
、
い
わ

ば
先
行
投
資
で
あ
っ
て
先
行
不
透
明
で
あ
る
。
一
方
、
地
元
の
若
者
達
は
農
業
に
さ
ほ
ど
関
心
を
示
さ
ず
、

従
っ
て
自
文
化
理
解
は
ま
だ
一
部
の
人
に
し
か
及
ん
で
な
い
よ
う
で
あ
る
。「
自
文
化
理
解
を
踏
ま
え
て
新
た

な
文
化
の
創
造
へ
」
と
い
っ
た
道
筋
は
、
そ
う
簡
単
に
描
け
そ
う
に
な
い
。
Ｓ
学
芸
員
は
『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

畑
』　

を
核
に
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
を
伝
承
し
な
が
ら
、
や
が
て
そ
れ
で
食
べ
て
い
け
る
よ
う
な
人
が
出
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
」
と
い
う
遠
大
な
構
想
を
描
い
て
い
る
。
彼
女
が
注
目
し
た
の
は
、
こ
の
辺
り
に
入
植
し
た
新

規
就
農
者
達
で
あ
る
。
彼
ら
に
は
「
昔
風
の
も
の
に
あ
こ
が
れ
る
傾
向
が
あ
る
」
と
の
こ
と
で
、「
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
畑
」
に
来
て
も
ら
い
、
交
流
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
も
、「
若
い
人
達
と
話
が
出

来
る
」
と
前
向
き
で
あ
る
。
技
術
伝
承
の
ス
タ
ー
ト
地
点
に
、
よ
う
や
く
立
つ
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
た

だ
し
残
念
な
こ
と
に
、
君
津
市
に
は
他
地
域
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
新
規
就
農
者
受
け
入
れ
制
度
は
全
く
な
い
。



五
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す
な
わ
ち
、
こ
う
し
た
せ
っ
か
く
の
動
き
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
勢
が
整
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
　

三
、
房
総
の
む
ら
の
「
農
業
体
験
」

（
１
）
房
総
の
む
ら
の
概
要

　

房
総
の
む
ら
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
初
期
に
存
在
し
た
商
家
、
武
家
屋
敷
、
農
家
な
ど
を
、
当

時
の
環
境
を
含
め
て
再
現

4

4

4

4

4

4

4

4

す
る
と
と
も
に
、
房
総
地
方
の
伝
統
的
な
技
術
や
生
活
様
式
を
直
接
に
体
験
し
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
体
験
博
物
館
と
し
て
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
四
月
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

当
初
は
一
部
の
み
公
開
、
十
一
月
か
ら
上
総
の
農
家
で
、「
砂
田
の
年
中
行
事
」
等
の
演
目
を
行
う
と
と
も
に

本
格
的
な
活
動
を
開
始
す
る
。
そ
の
後
下
総
・
安
房
の
農
家
等
を
設
置
し
て
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
六
月
か

ら
全
施
設
公
開
と
な
る
。
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
四
月
に
隣
接
す
る
房
総
風
土
記
の
丘
と
統
合
、
平
成
十

八
年
（
二
〇
〇
六
）
四
月
よ
り
指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
房
総
の
む
ら
は
そ
の
目
的
を
、「
伝
統
的

な
く
ら
し
や
道
具
、
も
の
つ
く
り
の
技
を
保
存
・
継
承
し
、
新
た
な
価
値
を
見
出
し
、
展
示
や
体
験
を
通
し
て

歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
」、「
歴
史
や
自
然
を
愛
す
る
心
を
育
み
、
伝
統
文
化
の
理
解
や
学
習
、
地
域
づ
く
り
を
支

援
す
る
」
こ
の
二
点
に
置
い
て
い
る（

（（
（

。

　

統
合
後
の
房
総
の
む
ら
は
、
旧
風
土
記
の
丘
を
中
心
と
す
る
「
風
土
記
の
丘
エ
リ
ア
」
と
、
旧
房
総
の
む
ら
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図1　旧房総のむら平面図（『千葉県立房総のむら年報』より）
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を
中
心
と
す
る
「
ふ
る
さ
と
の
技
術
体
験
エ
リ
ア
」
と
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
扱
お
う
と
す

る
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
後
者
で
あ
る
。
こ
こ
に
あ
る
建
造
物
は
、
旧
佐
原
市
の
町
並
等
を
モ
デ
ル
と
し
た
商

家
一
七
棟
、
武
家
屋
敷
一
棟
の
他
、
上
総
・
下
総
・
安
房
の
農
家
各
一
棟
ず
つ
と
、
農
村
歌
舞
伎
台
、
水
車
小

屋
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、「
当
時
の
環
境
を
含
め
て
再
現
」
さ
れ
た
も
の
で
、
移
築
し
た
も
の
で
は
な
い
。
展

示
技
法
で
い
え
ば
、
情
景
再
構
成
展
示
と
も
い
え
る
が
、
台
東
区
・
下
町
風
俗
資
料
館
、
江
東
区
・
深
川
江
戸

資
料
館
の
よ
う
に
博
物
館
の
中
に
再
現
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
屋
外
に
あ
っ
て
田
畑
や
林
野
が
伴
う
な
ど
、

景
観
も
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
再
現
さ
れ
て
い
る
所
に
特
徴
が
あ
る
。
建
造
物
に
つ
い
て
い
え
ば
、
オ
ー
プ
ン

当
初
は
真
新
し
す
ぎ
て
映
画
の
セ
ッ
ト
の
よ
う
な
印
象
を
持
た
れ
、
評
判
は
あ
ま
り
芳
し
く
な
か
っ
た
。
し
か

し
二
〇
年
以
上
経
っ
て
建
造
物
も
古
色
を
帯
び
、
言
い
替
え
る
る
と
落
ち
着
い
て
文
化
財
然
と
し
て
来
た
た
め

か
、
茅
葺
屋
根
の
農
家
や
暖
簾
を
下
げ
た
商
家
の
た
た
ず
ま
い
、
水
車
の
回
る
音
等
に
心
を
癒
さ
れ
る
と
い
う

人
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
建
造
物
で
は
、
各
職
種
に
見
合
っ
た
展
示
が
な
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
農
家
で
は
農
事
暦
に

沿
っ
て
田
植
え
や
収
穫
と
い
っ
た
農
業
体
験
の
ほ
か
、
機
織
り
・
藁
細
工
・
食
品
加
工
等
が
、
商
家
で
あ
れ
ば

そ
ば
打
ち
、
し
ぼ
り
染
め
、
紙
漉
き
、
和
ろ
う
そ
く
作
り
な
ど
の
体
験
学
習
が
行
わ
れ
て
い
る
。
平
成
二
十
年

度
の
実
績
は
表
（
１
）
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
数
の
多
さ
、
種
類
の
豊
富
さ
に
は
圧
倒
さ
れ
る
。
対
象
は
小

学
生
を
中
心
と
す
る
団
体
向
け
と
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
個
人
向
け
の
も
の
と
が
あ
る
。
ま
た
、
実
演
し
、
指
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表1　平成 20 年度房総のむらの活動
区分 事業名 期日 対象 定員 参加

人数

学校支援

学校支援―古代米作り 6/10 栄町立酒直小学校 15

学校支援―土人形 1/29, 1/30, 2/9 酒直小学校・酒々
井小学校

学校支援―昔の遊び 1/17, 2/6 栄町立酒直小学校

館外体験
ふるさと再発見講座（栄町、成田市
と連携し、安食、龍角寺地区の商店
の調査、町並みガイド研修などを実施）

5/24, 6/14, 7/12, 
8 / 2 ,  9 / 6 , 27  , 
10/18

栄町、成田市 109

教職員研修
印旛地区教職員研修 6/2, 8/7 印旛地区教育研究会 33 30
教職員を対象とした博物館研修 7/25 教員 40 40

子ども教室

おもちゃを作って遊ぼう 4/20 子ども 88
紙芝居・ちばの昔語り 5/18 子ども 243
太鼓をたたこう 6/15 子ども 318
たき火をしながら遊ぼう 11/16 子ども 22
凧揚げをしよう 2/15 子ども 139
どんど焼きの火でお餅を焼こう 1/12 子ども 155

里山観察会
（中央博と連携）

秋の山野草 10/19 20 30
きのこ 9/28 20 30
木の実 11/16 20 4
夏の虫 8/3 20 24
芽吹きと芽生え 4/29 20 52

巡回展説明会 出土遺物巡回展「房総発掘ものがた
り」解説会

7/13, 21, 27, 8/3, 
10, 24, 31, 9/14 118

商家実演・体験
菓子、鍛冶、紙、川魚、薬、呉服、
小間物、細工、酒、燃料、商家団
体、瀬戸物、そば屋、畳、茶、本瓦
版、めし屋、木工

年間 56,558

団体体験 農家・商家・資料館・総屋 年間 20,916

農家実演・体験 安房の農家、上総の農家、下総の農
家、農家共通 年間 7,770

武家屋敷実演・
体験 武家屋敷実演・体験 年間 4,520

総屋及びおまつり
広場実演・体験 総屋及びおまつり広場実演・体験 年間 13,430

風土記の丘資料
館実演・体験 風土記団体 年間 154

風土記の丘資料館実演・体験 年間 245

講座 房総考古学講座
5/25, 7/27, 8/24, 
1 0/26 ,  12 /21 , 
2/22

362 191

落語会 房総座 6/8, 10/5, 2/1 270

コンサート 歴史の里の音楽界　ニューフィル
ハーモニーオーケストラ千葉 10/12 300 338

房総のむら友の
会事業 「ふるさと祭り」 11/2 ～ 3 3,003

� （平成 20 年度版『千葉県の博物館・文化財行政』より）
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導
す
る
の
は
、
炭
焼
き
そ
の
他
特
殊
な
も
の
を
除
き
、
各
種
技
術
を
修
得
し
た
学
芸
員
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ

た
。
端は
た

か
ら
見
て
い
て
、
こ
こ
の
学
芸
員
は
大
変
だ
な
と
同
情
し
つ
つ
、
結
構
人
事
異
動
も
あ
り
そ
う
な
の
に

技
術
継
承
は
ど
う
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
指
定
管
理

者
制
度
が
導
入
さ
れ
、
学
芸
員
の
数
が
半
減
し
た
結
果
、
学
芸
員
の
方
は
企
画
・
運
営
の
専
従
と
な
り
、
周
辺

の
農
家
そ
の
他
の
人
達
を
非
常
勤
職
員
と
し
て
援
用
す
る
こ
と
で
活
動
を
維
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
学
芸
員

に
と
っ
て
不
幸
中
の
幸
い
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
も
う
一
つ
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
制
約
が
少
な
く
な
っ
た
分
、
新
し
い
企
画
を
打
ち
出
し
や
す
く
な
っ
た
点
だ
と
い
う
。

　

さ
て
、
房
総
の
む
ら
で
は
各
建
造
物
毎
の
個
別
の
行
事
に
加
え
て
、
正
月
、
春
秋
の
ま
つ
り
、
む
ら
の
縁

日
・
夕
涼
み
等
季
節
毎
に
む
ら
全
体
の
ま
つ
り
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
音
楽
会
・
落
語
会
、
自
然
観

察
会
や
地
域
づ
く
り
の
支
援
を
目
的
と
す
る
「
ふ
る
さ
と
再
発
見
講
座
」
な
ど
を
開
催
し
て
い
て
フ
ル
回
転
し

て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
る
。
ち
な
み
に
、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
五
月
三
日
（
木
）
か
ら
六
日
（
日
）

ま
で
四
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
「
春
の
ま
つ
り
」
に
つ
い
て
そ
の
様
相
を
見
る
と

（
ア
）
展
示
（
生
活
歳
時
記
）

　
　

・
鯉
の
ぼ
り
、
吹
流
し
（
お
ま
つ
り
広
場
）

　
　

・
端
午
の
節
供
（
商
家
・
武
家
・
農
家
）（
四
・
五
日
）

（
イ
）
実
演
・
体
験
（
昔
の
く
ら
し
、
昔
の
あ
そ
び
）
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・
農
家
―
コ
ー
ス
タ
ー
作
り
、
新
聞
紙
か
ぶ
と
作
り
（
五
日
）、
ざ
る
・
か
ご
作
り
実
演
（
四
・
六
日
）、

竹
編
み
の
コ
ー
ス
タ
ー
作
り
（
四
・
五
日
）

　
　

・
武
家
―
甲
冑
試
着
、
野
点
（
五
日
）

　
　

・
商
家
―
千
代
紙
ろ
う
そ
く
作
り
、
泥
め
ん
こ
の
絵
付
け

　
　

・
風
土
記
―
火
起
こ
し
（
三
日
）、
勾
玉
作
り
（
四
日
）、
手
形
作
り
（
五
日
）

　
　

・
お
ま
つ
り
広
場
―
昔
の
遊
び
（
竹
馬
、
ベ
ー
ゴ
マ
、
こ
ま
、
紙
鉄
砲
と
ば
し
）、
風
車
作
り

　
　

・
大
木
戸
奥
―
昔
語
り
（
三
日
）

（
ウ
）
特
別
イ
ベ
ン
ト

　
　

・
佐
倉
囃
子
（
六
日
午
後
―
歌
舞
伎
舞
台
）

　
　

・
レ
ト
ロ
写
真
館
（
管
理
棟
一
階
）

　
　

・
人
力
車
乗
車
体
験
（
管
理
棟
前
・
館
内
）

　
　

・
紙
芝
居
・
昔
語
り
（
三
日
午
前
・
午
後
、
大
木
戸
奥
）

　
　

・
時
代
衣
裳
変
身
体
験
（
総
屋
二
階
）

　
　

・
猿
回
し
（
四
・
五
日
、
歌
舞
伎
舞
台
）

　
　

・
け
ん
玉
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
歌
舞
伎
舞
台
）

　
　

・
竹
ト
ン
ボ
作
り
（
三
・
六
日
、
お
ま
つ
り
広
場
）
訪
三
日
―
国
際
と
ん
ぼ
協
会
、
六
日
―
栄
町
建
設
業
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〇

協
会

　
　

・
ト
レ
イ
グ
ラ
イ
ダ
ー
・
ク
ル
ク
ル
コ
プ
タ
ー
作
り
（
お
ま
つ
り
広
場
）

　
　

・
け
ん
玉
あ
そ
び
（
お
ま
つ
り
広
場
）

（
エ
）
伝
統
工
芸
品
店
先
販
売　

大
川
功
修
（
和
菓
子
）、
松
崎
啓
三
郎
（
浮
世
絵
））、
岩
崎
雅
子
（
煎
餅
）、

鎌
田
芳
朗
（
張
り
子
）、
高
木
末
吉
（
桶
）、
駒
田
照
（
木
工
挽
物
）、
北
島
和
男
（
ラ
シ
ャ
切
り
鋏
）、

安
井
永
子
（
染
色
小
物
）、
穂
積
実
（
つ
ま
み
簪
）、
森
隆
夫
（
雨
城
楊
枝
）、
大
野
正
敏
（
植
木
鋏
）、

川
添
睦
子
（
七
宝
焼
）

（
オ
）
特
別
販
売

　
　

・
館
内
生
産
物
・
近
隣
農
家
生
産
物
、
昔
の
お
も
ち
ゃ
、
駄
菓
子
・
綿
菓
子
の
販
売

　
　

・
学
校
生
産
物
の
販
売　

印
旛
高
校
・
印
旛
特
別
支
援
学
校
（
三
日
）、
成
田
西
陵
高
校
・
香
取
特
別
支

援
学
校
（
四
日
）、
下
総
高
校
（
五
日
）
以
上
で
あ
る（

（（
（

。

　

こ
の
間
の
入
館
者
数
総
計
二
一
四
一
一
人
、
体
験
学
習
参
加
者
数
五
五
八
四
人
に
上
り
、
と
り
わ
け
風
車
作

り
参
加
者
が
最
も
多
く
、
一
一
二
六
人
に
及
ん
だ
。
な
お
、
伝
統
工
芸
品
や
近
隣
農
家
の
生
産
物
、
県
内
の
高

校
に
お
け
る
生
産
物
の
販
売
は
、
賑
や
か
し
の
意
味
が
強
い
も
の
の
地
産
物
の
育
成
、
地
域
活
性
化
に
も
そ
れ

な
り
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
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（
２
）
上
総
の
農
家
と
農
業
体
験

　

農
家
の
建
造
物
と
し
て
は
、
上
総
の
他
下
総
、
安
房
地
方
の
も
の
と
計
三
棟
あ
り
、
そ
の
周
辺
に
田
畑
が
展

開
し
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
栽
培
植
物
に
は
地
域
差
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
し
て
農
事
暦
、
農
業
体
験

の
内
容
は
異
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
伝
統
的
農
業
技
術
の
再
現

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

・
修
得

4

4

・
伝
承
を
目
的
と
し
て
展
開

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
全
て
の
農
家
が
揃
っ
た
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
の
事
業
の
う
ち
、
団
体
を
主

た
る
対
象
と
し
て
い
る
上
総
の
農
家
の
ケ
ー
ス
を
見
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
上
総
の
農
家
周
辺
に
は
、
水
田

二
反
、
畑
二
反
が
あ
り
、
こ
こ
に
お
け
る
事
業
内
容
に
は
①
稲
作
・
畑
作
・
炭
焼
き
等
に
関
す
る
演
目
、
②
水

田
・
畑
な
ど
の
景
観
復
元
、
③
他
部
門
で
必
要
と
す
る
演
目
材
料
の
供
給
、
④
屋
敷
内
や
周
囲
お
よ
び
林

（
松
・
竹
）
中
の
植
栽
の
管
理
で
あ
る
。
こ
れ
に
沿
っ
た
年
間
栽
培
表
と
農
業
体
験
の
内
容
は
表
（
２
）
の
通

り
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
稲
作
に
関
し
て
は
、
明
治
期
の
稲
作
技
術
に
準
じ
て
（
ａ
）
種
籾
浸
し
→
（
ｂ
）
苗
代
（
短
床
揚

床
）
→
（
ｃ
）
田
植
え
（
正
条
植
え
）
→
（
ｄ
）
稲
刈
（
鎌
）
→
（
ｅ
）
稲
架
か
け
→
（
ｆ
）
脱
穀
（
千
端
扱

き
）
→
（
ｇ
）
天
日
干
し
（
筵
）
→
（
ｈ
）
籾
摺
（
土
磨
臼
）
→
（
ｉ
）
俵
詰
め
、
の
工
程
で
実
施
さ
れ
て
い

た
。
上
総
の
農
家
に
お
け
る
「
農
事
暦
」
事
業
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
石
井
泉
は
、「
稲
作
全
般
に
つ
い
て

言
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
も
の
は
い
く
つ
か
の
部
分
的
な
調
査
や
文
献
か
ら
の
再
現
で
あ
り
、
調

査
を
蓄
積
・
検
討
し
、
特
定
の
モ
デ
ル
農
家
な
ど
を
決
め
る
よ
う
な
統
一
的
再
現
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
」
と
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の
見
解
を
述
べ
て
い
る（

（（
（

。
真
に
そ
の

当
時
の
稲
作
の
再
現
を
目
指
そ
う
と

す
る
な
ら
ば
、
県
立
中
央
博
物
館
の

「
山
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
に
な
ぞ
ら
え
て
、「
里
の

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
活

動
を
行
い
、
特
定
地
域
の
稲
作
農
法

を
修
得
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
し
か

も
稲
作
の
み
な
ら
ず
、
畑
作
や
生
活

歳
時
記
、
食
品
加
工
等
に
ま
で
広
げ

て
調
査
し
、
当
時
の
習
俗
、
技
術
を

追
求
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
石

井
が
求
め
た
よ
う
な
厳
密
性
は
、
調

査
・
研
究
レ
ベ
ル
・
実
験
的
再
現
レ

ベ
ル
、
農
業
体
験
レ
ベ
ル
の
ど
の
段

階
ま
で
求
め
る
べ
き
な
の
か
、
ま
た

表2　上総の農家年間栽培表

『房総のむら年報』7 号（平成 4 年刊）による  　
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写真2　上総の農家とその前面に広がる畑

写真3　農業体験の一シーン（大根の収穫）
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ど
こ
ま
で
可
能
な
の
か
、
詰
め
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
議
論
を
重
ね
る
余
裕
も
な
く
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
た
現
在
で
は
、
近
辺
の
農

家
出
身
者
を
技
術
指
導
員
と
し
て
迎
え
、
栽
培
も
ほ
ぼ
委
託
し
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。
あ
る
意
味

で
は
当
初
の
理
念
と
異
な
る
方
向
に
動
き
出
し
て
し
ま
っ
た
と
も
い
え
る
。
ま
た
農
業
体
験
も
、
稲
作
の
工
程

に
沿
っ
て
通
年
行
う
の
で
は
な
く
、
田
植
え
・
収
獲
等
部
分
的
に
体
験
す
る
と
い
う
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
参

加
す
る
側
の
時
間
的
余
裕
あ
る
い
は
位
置
づ
け
、
学
芸
員
側
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
問
題
が
、
そ
う
し
た
状
況
た

ら
し
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

一
方
畑
作
に
つ
い
て
石
井
に
よ
れ
ば
、「
畑
作
演
目
は
種
類
は
多
い
も
の
の
全
て
が
、
収
穫
又
は
そ
の
後
の

食
品
加
工
の
工
程
だ
け
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
」
と
い
う（

（（
（

。
畑
作
物
の
場
合
は
栽
培
期
間
が
短
く
、
栽
培
工
程

も
比
較
的
単
純
な
た
め
、
や
む
お
え
な
い
部
分
が
多
い
。
筆
者
も
畑
作
儀
礼
の
調
査
を
行
っ
て
い
て
、
一
連
の

体
系
的
儀
礼
を
見
出
せ
ず
に
戸
惑
っ
た
経
験
を
持
っ
て
い
る
。
畑
作
物
の
栽
培
工
程
の
あ
り
方
と
連
動
す
る
の

だ
ろ
う
が
、
麦
作
だ
け
は
例
外
で
あ
り
、
そ
の
点
は
考
慮
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

上
総
の
農
家
関
連
で
は
、
こ
れ
ら
直
接
的
農
業
体
験
に
加
え
て
、
手
揉
み
茶
・
梅
干
し
作
り
、
醤
油
作
り
等

か
つ
て
自
家
製
造
し
て
い
た
も
の
を
食
品
加
工
と
し
て
体
験
学
習
に
組
み
込
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
は
手
工
芸

（
竹
ボ
ウ
キ
・
ク
マ
デ
作
り
、
ワ
ラ
細
工
等
）、
生
活
歳
時
記
（
餅
搗
き
、
節
供
凧
作
り
、
七
夕
、
ド
ン
ド
焼

等
）、
子
供
の
あ
そ
び
（
竹
馬
、
水
鉄
砲
他
）
等
の
体
験
学
習
も
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
メ
ニ
ュ
ー
の
多
さ
に



民俗の文化資源化と生涯学習・地域活動

六
五

は
驚
か
さ
れ
る
。

　

個
人
を
対
象
と
し
た
下
総
の
農
家
の
そ
れ
に
つ
い
て
若
干
言
及
す
る
な
ら
ば
、
農
業
体
験
希
望
者
は
さ
ま
ざ

ま
だ
が
、
市
街
地
か
ら
こ
の
辺
り
に
引
越
し
て
来
た
人
、
停
年
退
職
し
て
近
く
の
団
地
を
終
の
棲
家
と
す
る
に

至
っ
た
人
等
が
、
豊
か
な
生
活
を
求
め
て
ガ
ー
デ
ン
ニ
ン
グ
に
い
そ
し
む
べ
く
、
農
業
技
術
の
修
得
を
目
的
に

や
っ
て
来
る
と
い
う
。
現
在
の
世
相
に
対
応
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
う
い
う
人
達
は

技
術
を
マ
ス
タ
ー
し
た
と
た
ん
に
来
な
く
な
る
そ
う
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
農
業
体
験
者
数
は
ス
タ
ー
ト
時
に
比
べ
て
着
実
に
増
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
稲
作

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
工
程
の
一
部
だ
け
に
か
か
わ
る
形
と
な
り
、
そ
の
他
の
体
験
学
習
で
も
材
料
を
ス

タ
ッ
フ
が
全
て
準
備
す
る
な
ど
の
お
膳
立
て
を
し
、
通
り
一
遍
の
体
験
を
し
て
帰
る
と
い
う
演
目
も
少
く
な

い
。
民
俗
的
世
界
に
関
心
を
抱
く
契
機
と
な
れ
ば
、
あ
る
い
は
楽
し
ん
で
帰
っ
て
も
ら
え
れ
ば
良
い
と
い
う
目

的
だ
け
な
ら
そ
れ
で
す
む
の
だ
ろ
う
が
、
伝
統
的
な
技
術
の
体
系
と
、
そ
の
背
景
に
あ
る
民
俗
文
化
を
理
解
し

て
も
ら
お
う
と
す
る
な
ら
ば
多
少
問
題
が
あ
ろ
う
。
と
に
か
く
楽
し
ん
で
も
ら
う
と
い
う
演
目
は
必
要
で
あ
る

が
、
道
具
の
管
理
・
保
管
等
も
含
め
て
、
資
材
の
調
達
・
加
工
か
ら
使
用
に
至
る
全
工
程
に
か
か
わ
る
演
目
の

設
定
を
視
野
に　

と
に
か
く
多
す
ぎ
る
メ
ニ
ュ
ー
の
精
選
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や

す
べ
く
技
術
修
得
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
グ
レ
ー
ド
制
（
機
織
が
唯
一
こ
の
種
の
も
の
と
し
て
存
在
す
る
）
の
導
入

も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
ユ
ニ
ー
ク
な
博
物
館
だ
け
に
、
期
待
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。
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最
後
に
、「
新
し
い
地
域
文
化
の
創
造
」
に
か
か
わ
る
活
動
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
房
総
の
む
ら
で

も
、
県
立
中
央
博
物
館
同
様
「
文
化
芸
術
拠
点
形
成
事
業
」
の
助
成
を
受
け
た
活
動
を
開
始
し
た
。
す
な
わ

ち
、
成
田
市
、
栄
村
と
連
繋
し
つ
つ
地
域
の
自
然
・
文
化
の
再
認
識
と
次
世
代
へ
の
継
承
を
目
的
に
動
き
出
し

た
よ
う
で
あ
る
が
、
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
今
後
の
行
方
を
見
定
め
て
行
き
た
い
。

　
　
　

結
び
に
か
え
て

　

経
済
状
況
の
悪
化
か
ら
、「
冬
の
時
代
」
を
迎
え
た
千
葉
県
下
の
博
物
館
の
現
状
を
概
観
し
、
次
い
で
中
央

博
物
館
に
お
け
る
「
山
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
特
に
『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」

の
活
動
と　

体
験
型
の
野
外
博
物
館
、
房
総
の
む
ら
の
活
動
に
つ
い
て
現
況
報
告
を
行
っ
た
。

　

近
年
は
、
文
化
庁
の
「
芸
術
拠
点
整
備
事
業
（
美
術
館
・
博
物
館
活
動
基
盤
整
備
支
援
事
業
）」
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
博
物
館
は
単
な
る
生
涯
学
習
の
場
の
み
に
留
ま
ら
ず
、
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
し
た
要
請
に
応
え
る
べ
く
、
両
施
設
は
と
も
に
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。

　

前
者
の
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
の
人
々
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
か
つ
て
栽
培

し
、
今
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
種
を
さ
が
し
て
そ
れ
を
栽
培
し
、
そ
う
し
た
行
為
を
通
じ
て
自
文
化
を
理
解
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す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
文
化
の
創
造
を
目
指
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
目
標
は
ほ
ぼ
半
ば
ま
で
達
し
て

い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
活
動
は
、
Ｓ
学
芸
員
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
、
そ
し
て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
の

い
わ
ば
束
ね
役
、
Ｋ
氏
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
成
し
得
た
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
Ｓ
学
芸
員
の

努
力
と
資
質
に
負
う
所
が
大
き
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
分
「
山
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
の
関

係
が
不
明
確
な
点
は
否
め
な
い
。
エ
コ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
場
合
、
一
つ
の
文
化
圏
が
博
物
館
そ
の
も
の
で

あ
り
、
コ
ア
と
称
す
る
中
央
施
設
で
文
化
圏
全
体
を
鳥
瞰
す
る
と
と
も
に
各
サ
テ
ラ
イ
ト
、
す
な
わ
ち
農
園
や

職
人
の
仕
事
場
が
散
在
し
、
そ
こ
で
個
々
の
技
術
伝
承
や
文
化
を
学
ぶ
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
取
り
、
何
ら
か
の

統
合
性
を
維
持
し
て
い
る
。「
山
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
場
合
、
コ
ア
も
存
在
せ
ず
、
し
か
も

自
然
系
の
分
野
が
強
く
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
の
位
置
づ
け
が
は
っ
き
り
し
な
い
た
め
、
ど
う
し
て
も
一
体

性
、
統
合
性
が
弱
い
と
い
う
印
象
を
与
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

ま
た
目
標
の
一
つ
、
新
た
な
文
化
の
創
造
に
関
し
て
は
、
難
題
な
が
ら
地
域
の
若
者
を
ど
う
吸
引
し
う
る
か

に
か
か
っ
て
い
る
。
外
部
の
新
規
就
農
者
に
触
発
さ
れ
て
、
内
部
の
若
者
が
目
ざ
め
て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
ば

か
り
で
あ
る
が
、
新
規
就
農
者
の
受
け
入
れ
制
度
を
整
え
る
と
と
も
に
、
一
刻
も
早
く
後
継
者
の
新
規
就
農
シ

ス
テ
ム
を
整
備
す
べ
き
で
あ
る
。

　

一
方
後
者
の
房
総
の
む
ら
は
、
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
ユ
ニ
ー
ク
な
博
物
館
と
し
て
注
目
さ
れ
、
農
家
・
商

家
・
武
家
屋
敷
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
展
示
と
体
験
学
習
を
積
極
的
に
展
開
し
て
来
た
。
各
施
設
に
お
け
る
個
別
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活
動
が
あ
る
一
方
、
房
総
の
む
ら
全
体
の
祭
り
が
存
在
す
る
と
い
う
形
で
、
何
ら
か
の
統
合
性
は
あ
る
も
の

の
、
コ
ア
と
呼
べ
る
施
設
は
存
在
し
な
い
。
コ
ア
と
呼
べ
る
中
央
施
設
を
通
し
て
、
房
総
の
む
ら
各
施
設
の
活

動
や
そ
の
位
置
付
け
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
千
葉
県
全
体
の
民
俗
文
化
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
り
、
や

は
り
全
体
を
鳥
瞰
で
き
る
施
設
が
必
要
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
そ
、
房
総
の
む
ら
と
し
て
の
一
体
制
、
統

合
性
が
保
た
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
体
験
学
習
に
つ
い
て
い
え
ば
、
多
様
な
演
目
を
通
じ
て
楽
し

む
こ
と
は
で
き
よ
う
し
、
個
々
の
技
術
や
民
俗
文
化
の
一
端
は
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
一
連
の
作
業
体
系
、

文
化
体
系
の
理
解
に
は
至
っ
て
い
な
い
し
、
技
術
の
伝
承
と
い
う
点
で
も
問
題
が
残
る
。
演
目
を
精
選
し
つ

つ
、
そ
う
し
た
課
題
方
法
を
模
索
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
一
方
、
房
総
の
む
ら
の
諸
活
動
を
通
じ
た
地
域

活
性
化
へ
の
波
及
効
果
は
確
か
に
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
地
域
づ
く
り
へ
の
貢
献
に
関
し
て
は
、
新
た
に
事
業

を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の
活
動
に
注
目
し
た
い
。

（
附
記
）
小
稿
の
執
筆
に
際
し
て
は
、
千
葉
県
教
育
庁
文
化
財
課
の
諸
氏
、
各
博
物
館
の
学
芸
員
の
方
々
、

そ
し
て
元
気
で
朗
ら
か
な
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
逐
一
お
名

前
を
書
き
上
げ
る
こ
と
は
さ
し
控
え
た
い
が
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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註（
１
）
平
成
元
年
度
一
月
二
十
七
日
付
朝
日
新
聞
朝
刊
「
ふ
る
さ
と
予
算
大
売
出
し
」
に
よ
る
。

（
２
）
岩
本
通
弥
編
『
ふ
る
さ
と
資
源
化
と
民
俗
学
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
七
年　

一
～
二
九
八
頁
。

（
３
）「
民
俗
学
と
文
化
資
源
に
関
す
る
特
別
委
員
会
報
告
」『
日
本
民
俗
学
』
二
五
六
号　

日
本
民
俗
学
会　

二
〇
〇
八
年　

一
六
四
～
一
六
九
頁
。

（
４
）
松
崎
憲
三
「
過
疎
地
域
の
活
性
化
～
岡
山
県
下
の
『
ふ
る
さ
と
村
』
の
創
設
を
中
心
に
～
」『
昭
和
初
期
山
村
の
民

俗
変
化
』
名
著
出
版　

一
九
九
〇
年　

三
〇
五
～
三
三
〇
頁
。
同
「
博
物
館
と
地
域
活
性
化
～
昭
和
三
十
年
代
ブ
ー
ム

と
の
か
か
わ
り
か
ら
～
」『
日
本
常
民
文
化
紀
要
』
第
二
五
輯　

二
〇
〇
五
年　

二
九
～
五
八
頁
。

（
５
）
千
葉
県
教
育
庁
教
育
振
興
部
文
化
財
課
編
刊
『
千
葉
県
の
博
物
館
・
文
化
財
行
政
』
二
〇
〇
九
年　

二
三
頁
。

（
６
）
そ
の
後
平
成
十
年
策
定
の
「
文
化
振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
経
て
、
同
十
三
年
の
「
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
」
制

定
以
後
拍
車
が
か
か
っ
た
。　
　

（
７
）
文
化
財
課
『「
房
総
の
郷
土
芸
能
」
実
施
報
告
・
別
紙
２
』
二
〇
〇
九
年
。

（
８
）
渡
辺
真
路
「「
青
森
県
立
郷
土
館
の
小
・
中
学
校
を
対
象
と
し
た
移
動
博
物
館
に
つ
い
て
」『
青
森
県
立
郷
土
館
調
査

研
究
年
報
』
三
二
号　

二
〇
〇
八
年　

八
五
～
九
四
頁
。
小
山
隆
秀
「
移
動
博
物
館
の
現
場
か
ら
」（
小
池
惇
一
編

『
人
間
文
化
研
究
に
お
け
る
連
携
構
築
と
社
会
発
信
に
関
す
る
方
法
論
の
考
究
』
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
人
間
文
化

研
究
機
構
）
二
〇
一
〇
年　

三
三
～
四
一
頁
。

（
９
）
岩
崎
竹
彦
編
『
福
祉
の
た
め
の
民
俗
学
～
回
想
法
の
ス
ス
メ
～
』
慶
友
社　

二
〇
〇
八
年
。
松
崎
憲
三
「
博
物
館
と

地
域
活
性
化
～
昭
和
三
十
年
代
ブ
ー
ム
と
の
か
か
わ
り
か
ら
～
」
前
掲
論
文　

四
四
～
四
七
頁
。

（
10
）
千
葉
県
教
育
振
興
部
文
化
課
編
刊
『
千
葉
県
の
博
物
館
・
文
化
財
行
政
』
前
掲
書　

七
頁
。

（
11
）
同　

右　

八
頁
。



七
〇

（
12
）
同　

右　

九
頁
。

（
13
）
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
編
刊
『
房
総
の
山
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
二
〇
〇
六
年　

一
頁
。

（
14
）
同　

右　

一
六
頁
。

（
15
）
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
房
総
の
山
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
編
刊
『
し
い
む
じ
な
』
二
四
号　

二
〇
〇
九
年　

一
頁
。

（
16
）
文
化
庁
文
化
財
部
美
術
学
芸
課
美
術
館
・
歴
史
博
物
館
室
「
芸
術
拠
点
形
成
事
業
」『
文
化
庁
月
報
』
一
二
号　

ぎ
ょ
う
せ
い　

二
〇
〇
七
年　

一
二
～
一
三
頁
。
な
お
平
成
二
十
一
年
度
よ
り
「
美
術
館
・
博
物
館
活
動
基
盤
整
備
支

援
事
業
」
に
名
称
を
変
更
し
た
。

（
17
）
島
立
理
子
・
木
曽
野
正
勝
「
一
五
〇
年
前
の
畑
を
探
る
～
『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
～
」『
千

葉
県
立
中
央
博
物
館
研
究
報
告
・
人
文
科
学
』
一
一
―
一　

二
〇
〇
九
年　

六
七
～
八
〇
頁
。

（
18
）『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
平
成
二
十
年
度
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
第
一
号
に
よ
る
。

（
19
）
千
葉
県
立
房
総
の
む
ら
編
刊
『
千
葉
県
立
房
総
の
む
ら
年
報
』
二
二
号　

二
〇
〇
七
年　

一
～
五
頁
。

（
20
）
同　

右　

一
一
～
一
二
頁
。

（
21
）
石
井
泉
「
房
総
の
む
ら
に
お
け
る
上
総
農
家
の
『
農
事
暦
』
事
業
の
現
状
」『
千
葉
県
立
房
総
の
む
ら
年
報
』
七　

同
館　

一
九
九
三
年　

一
〇
二
頁
。

（
22
）
同　

右　

一
〇
五
頁
。


